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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2020年４月16日に発表しました2020年12月期（2020年1月１日～2020年12月31日）の連結業績

予想を以下のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

2020年12月期連結業績予想数値の修正（2020年１月１日～2020年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 334 △1,089 △1,088 △1,091 △71.74 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 115 △1,131 △1,153 △1,115 △68.70 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △219 △41 △64 △24  

増   減   率   （ ％ ） △65.6 ― ― ―  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 1 9 年 1 2 月 期 ） 

169 △1,627 △1,633 △1,616 △134.32 

 

修正の理由： 

  

売上高の減少について 

業績予想として CPN-101（MRX-4TZT）のライセンス先である Cipla Technologies, LLC（以下

「Cipla」）からのマイルストン収入 200 万ドルを計上しておりましたが、新型コロナウィルス感

染症(COVID-19）の全世界的な感染拡大の影響等により、臨床第Ⅱ相試験を開始するに至りませ

んでした。そのため、マイルストン収入 200 万ドルについて当期は獲得できず、来期にずれ込む

ことになりました。CPN-101 については、臨床第Ⅱ相試験の準備を進めるのと並行して、Cipla

との間で今後の開発の進め方について協議しています。 

以上から、売上高については前回発表予想よりも 219 百万円減少しております。 
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利益の減少について 

費用については、主としてCOVID-19の感染拡大の影響による米国での臨床開発の遅延により研究開

発費が業績予想よりも175百万円減少しております。しかし、上記売上高の減少幅の方が大きく、営

業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益はそれぞれ前回発表予想よりも赤字幅が拡大

しております。 

 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき算い出したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


